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第
15
回

堀
川
の
流
れ
は
見
え
ず

■

七
条
通—
和
蝋
燭
と
レ
ト
ロ
な
「
ビ
ル
ヂ
ン
グ
」

今
回
は
、
第
14
回
の
南
の
界
隈
を
め
ぐ
り
ま
し
ょ
う
。
京
都
駅
の
中
央

口
か
ら
出
る
と
、
そ
こ
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
タ
ク
シ
ー
の
車
溜
め
。
中
央

の
ビ
ル
に
は
、
京
都
タ
ワ
ー
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
こ
の
塔
も
、
建
設
時
に

は
、
景
観
論
争
が
起
こ
っ
た
も
の
で
す
が
、
年
月
を
経
る
と
は
お
そ
ろ
し
い

も
の
。
今
や
、
あ
た
り
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
巨
大
な
京
都
駅

ビ
ル
の
複
雑
怪
奇
な
様
相
か
ら
比
べ
れ
ば
、
ま
あ
、
か
わ
い
い
部
類
に
は
い

り
ま
す
。
そ
の
北
は
、
今
は
建
設
中
だ
が
、
旧
近
鉄
プ
ラ
ッ
ツ
の
敷
地
。
京

都
駅
前
丸
物
百
貨
店
か
ら
近
鉄
百
貨
店
を
経
た
歴
史
は
す
で
に
遠
い
。
こ
の

あ
た
り
は
、
駅
前
の
ビ
ル
街
に
つ
き
、
目
差
す
町
名
看
板
を
見
つ
け
る
こ
と

は
、
望
み
薄
。

烏
丸
通
を
北
上
し
、
七
条
警
察
署
を
す
ぎ
た
交
差
点
で
左
折
し
て
、
七
条

通
へ
入
り
ま
す
。
京
都
で
は
唯
一
の
和
蝋
燭
屋
、「
　た
ん
じ
れ
ん
せ
い
ど
う

丹
治
蓮
生
堂　
」（
七
条
通

烏
丸
西
入
中
居
町
）。
和
蝋
燭
は
　は
ぜ櫨　
の
蝋
を
使
う
の
で
、
西
洋
蝋
燭
に
比
べ

て
煤
が
少
な
い
。
絵
蝋
燭
は
、
花
の
絵
柄
が
キ
レ
イ
で
、
京
土
産
に
最
適
。

予
約
す
れ
ば
、
製
造
工
程
の
見
物
が
で
き
ま
す
。

七
条
通
の
新
町
通
〜
堀
川
通
の
間
に
は
、
そ
こ
こ
こ
に
レ
ト
ロ
な
「
ビ

ル
ヂ
ン
グ
」
が
あ
っ
て
楽
し
め
ま
す
。
一
番
は
、
七
条
新
町
の
十
字
路
の

西
南
か
ど
に
あ
る
「
富
士
ラ
ビ
ッ
ト
ビ
ル
」。
一
九
二
二
年
築
。
鉄
筋
コ
ン

仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
京
都
駅
前
西
側
）
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ク
リ
ー
ト
三
階
建
。
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く

A
D

1922–2002.2

の
表
示
が
あ
り
、
も
と
も
と
の
自
動
車
販
売
業
は
す
で

に
や
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
は
、
一
階
部
分
は
貸
店
舗
に

な
っ
て
い
て
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
「
な
か
卯
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
そ
の
斜
め
向
か
い
、
七
条
通
新
町
西
入
ル
北
側
の
「
旧
鴻
池
銀
行
七
条

支
店
」。
一
九
二
九
年
築
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
。
若
林
仏
具
製
作

所
が
、
結
婚
式
・
披
露
宴
会
場
と
し
て
営
業
。
さ
ら
に
、
東
中
筋
七
条
の

東
北
か
ど
「
旧
村
井
銀
行
七
条
支
店
」。
一
九
一
四
築
。
煉
瓦
造
り
石
貼
り
、

二
階
建
。
今
は
、「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
西
洞
院
店
」
で
ケ
ー
キ
と
パ
ス
タ
。

■

　さ
ん三　

　て
つ哲　

京
都
駅
の
駅
前
広
場
の
西
側
に
は
、
中
央
郵
便
局
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

北
側
の
東
西
の
通
り
は
、
今
で
は
塩
小
路
通
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
通
称
は
、

「
　さ
ん
て
つ

三
哲　
通
」。
と
く
に
、
西
洞
院
塩
小
路
の
東
北
か
ど
の
下
京
区
総
合
庁
舎

（
下
京
区
役
所
）
の
あ
る
あ
た
り
は
、「
　さ
ん
て
つ

三
哲　
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
シ

リ
ー
ズ
の
第
6
回
で
紹
介
し
た
わ
ら
べ
歌
に
も
、「
ろ
く
じ
ょ
う

•　さ
•　ん
•　て
•　つ

と
お
り
す
ぎ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
わ
ら
べ
歌
で
は
、
六
条
通
と
七
条
通
の

間
に
三
哲
通
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
も
、
こ
れ
は

ま
ち
が
い
。
ま
あ
、
歌
詞
の
流
れ
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
、
目
く
じ
ら
を

立
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ま
い
。

『
京
都
市
の
地
名
』
で
は
、
独
立
し
た
「
三
哲
通
」
の
項
目
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
三
哲
通
」
が
で
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

「
　き
づ
や
ば
し
ど
お
り

木
津
屋
橋
通　
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
説
明
の
中
に
、

七
条
通
（
旧
七
条
大
路
）
と
　さ
ん
て
つ

三
哲　
通
（
旧
八
条
坊
門
小
路
）
の

間
を
東
西
に
貫
通
。
平
安
京
開
設
時
に
開
か
れ
た
塩
小
路
に
ほ
ぼ

該
当
。

と
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
述
か
ら
、
三
哲
通
は
、
平
安
京

の
八
条
坊
門
小
路
で
、
今
の
塩
小
路
通
と
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
三
哲
通
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
か
。
京
都
市
埋
蔵
文
化
財

研
究
所
発
掘
調
査
報
告2006-11

『
平
安
京
左
京
八
条
二
坊
三
町
跡
』

(http://w
w

w
.kyoto-arc.or.jp/2006-11honbun.pdf)

に
は
、
こ
の
発

掘
調
査
地
（
梅
逕
中
学
校
の
校
舎
北
側
）
の
塩
小
路
通
を
挟
ん
だ
向
か
い
側

に
あ
る
　り
ゅ
う
が
ん
じ

竜
岸
寺　
〔
龍
岸
寺
〕（
塩
小
路
通
大
宮
東
入
北
側
）
に
つ
い
て
、

調
査
地
か
ら
塩
小
路
通
を
挟
ん
だ
北
側
に
あ
る
浄
土
宗
龍
岸
寺

は
元
和
三
年
〔
一
六
一
八
年
〕
に
僧
三
哲
に
よ
り
開
か
れ
た
。
そ

れ
ま
で
八
条
坊
門
小
路
と
呼
ば
れ
た
通
名
が
、
三
哲
通
と
も
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
由
縁
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
報
告
書
に
は
、
こ
の
調
査
地
の
付
近

（
三
哲
通
大
宮
東
入
）
に
は
、
明
治
九
年
〔
一
八
七
六
年
〕
に
仮
ス
テ
ン
シ
ョ

（
停
車
場
）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
翌
年
に
現
在
の
位
置
に
京
都
駅
が
設
置

さ
れ
て
、
仮
停
車
場
が
廃
止
さ
れ
た
た
あ
と
も
、
線
路
は
大
正
二
年
〔
一
九

一
三
年
〕
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
出
典

の
引
用
が
な
く
、
も
と
の
文
献
ま
で
辿
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
が
。

『
京
都
市
の
地
名
』
の
「
醒
ヶ
井
通
」
の
項
目
に
、『
京
都
坊
目
誌
』
を

引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

北
は
六
角
に
起
り
、
蛸
薬
師
錦
小
路
間
を
中
断
し
て
南
は
三
哲
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通
踏
切

以
南

を
越
え
、
西
九
条
町
に
至
る
。
七
条
以
北
は
、
天
正
中
開
通

す
る
所
、
其
以
南
は
慶
長
七
年
の
開
通
に
係
れ
り
。

割
書
の
「
踏
切
以
南
」
は
、
三
哲
通
と
醒
ヶ
井
通
が
交
差
し
た
と
こ
ろ
の
南

に
踏
切
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、『
京
都
坊
目
誌
』
は
、
明

治
二
九
年
〔
一
八
九
六
年
〕
〜
大
正
四
年
〔
一
九
一
五
年
〕
の
刊
行
。

一
方
、『
京
町
鑑
』
に
「
　さ
ん
て
つ

三
哲　
通
」
の
項
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

此
通
は
　（
マ
マ
）

梅
小
路　
也
。
今
三
哲
と
よ
ぶ
事
は
、
此
通
大
宮
東
入
町

北
側
に
　し
ぶ
か
は

澁
川　
三
哲
と
い
ひ
し
人
の
や
し
き
あ
り
し
故
に
通
の
名
と

す
。
此
屋
敷
地
、
今
は
立
願
寺
と
云
寺
に
て
、
則
三
哲
を
此
寺
の

開
基
と
す
。

此
通
東
は
油
小
路
東
入
よ
り
西
は
大
宮
ま
で
。

白
露
『
京
町
鑑
』、
宝
暦
十
二
年
〔
一
七
六
二
年
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』

光
彩
社
、
一
九
六
八

文
中
「
梅
小
路
」
は
多
分
「
塩
小
路
」
の
誤
り
。
さ
ら
に
、『
京
町
鑑
』
で

は
、
東
西
の
通
り
を
平
安
京
の
通
り
名
に
当
て
る
場
合
に
、
今
日
と
は
一
筋

ず
れ
て
当
て
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
引
用
文
中
の
「
梅
小
路
」
は
、
正

し
く
は
「
八
條
坊
門
小
路
」
と
訂
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　り
ゅ
う
が
ん
じ

立
願
寺　
は
、

表
記
は
異
な
り
ま
す
が
、
　り
ゅ
う
が
ん
じ

竜
岸
寺　
〔
　り
ゅ
う
が
ん
じ

龍
岸
寺　
〕
の
こ
と
。
現
在
の
「
梅
小
路
」

は
、
J
R
の
線
路
の
北
側
に
沿
っ
た
通
り
で
、
東
は
堀
川
通
か
ら
西
は
大

宮
通
ま
で
。
大
宮
通
を
渡
る
と
、
梅
小
路
公
園
に
至
り
ま
す
。

上
記
の
引
用
で
は
、
三
哲
通
（
今
の
塩
小
路
通
）
は
、
大
宮
通
〜
油
小
路

間
に
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八

九
年
）
の
地
形
図
に
は
、
新
町
通
〜
西
堀
川
通
の
間
に
、
今
の
塩
小
路
通
に

相
当
す
る
道
路
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
相
反
す
る
情
報
を
調
和
さ
せ
る
に

は
、
百
年
の
う
ち
に
消
え
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
あ
っ
た

と
し
て
も
畑
道
の
程
度
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
（
後
述
）。

た
だ
、「
三
哲
」
の
地
名
は
、
だ
ん
だ
ん
聞
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
三
、
四
十
年
頃
に
は
、
4
番
（
下
鴨
線
）
や
5
番
（
銀
閣

寺
線
）
の
市
バ
ス
が
三
哲
を
起
点
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
京
都
駅
前
で

す
。
チ
ン
チ
ン
電
車
の
北
野
線
（
松
本
旅
館
付
近
が
始
発
の
京
都
駅
前
停
留

所
）
の
路
線
を
引
き
継
い
だ
市
バ
ス
の
50
番
も
、
京
都
駅
の
次
は
「
三
哲
」

で
し
た
が
、
今
は
「
下
京
区
総
合
庁
舎
前
」
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

下
京
区
総
合
庁
舎
の
一
階
部
分
を
、
市
バ
ス
の
三
哲
操
車
場
と
し
て
使
っ
て

い
て
、
こ
こ
に
「
三
哲
」
の
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

市
バ
ス
の
停
留
所
名
か
ら
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
J
R
の
バ
ス

停
「
三
哲
」
が
塩
小
路
通
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
周
山
行
の
路
線
の

も
の
で
、
京
都
駅
か
ら
、
妙
心
寺
北
門
、
仁
和
寺
、
高
雄
を
経
て
周
山
ま
で
。

こ
の
路
線
は
、
毎
年
紅
葉
の
こ
ろ
、
高
雄
・
槙
ノ
尾
・
栂
ノ
尾
を
目
差
す
観

光
客
で
混
雑
し
ま
す
。

■

新
選
組
不
動
堂
村
屯
所
跡
は
い
ず
こ

新
選
組
は
元
治
二
年
〔
一
八
六
五
年
〕
〜
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
年
〕
の

間
、
西
本
願
寺
を
屯
所
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
振
る
舞
い
に
困
り
果
て

た
西
本
願
寺
は
、
全
額
を
負
担
し
て
不
動
堂
村
に
新
し
い
屯
所
を
用
意
し
ま

し
た
。
大
名
屋
敷
と
見
ま
が
う
よ
う
な
壮
大
な
屋
敷
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
屯
所
に
、
新
選
組
は
、
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
年
〕
六
月
か
ら
そ
の
年
の
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終
わ
り
ま
で
、
わ
ず
か
六
箇
月
間
駐
屯
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
世
情
あ
わ

た
だ
し
く
、
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
年
〕
十
月
に
は
大
政
奉
還
。
十
二
月
に

は
王
政
復
古
の
大
号
令
。
王
政
復
古
に
よ
り
、
京
都
守
護
職
と
京
都
所
司
代

が
廃
止
さ
れ
、
京
都
守
護
職
配
下
の
新
選
組
の
京
都
警
護
の
役
目
は
、
そ
の

時
点
で
終
了
。
新
選
組
は
伏
見
鎮
撫
と
し
て
、
伏
見
奉
行
所
に
移
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

新
選
組
の
不
動
堂
村
屯
所
は
、
明
治
に
な
っ
て
す
ぐ
に
取
り
壊
さ
れ
て
し

ま
い
、
現
在
の
町
割
の
ど
こ
を
占
め
て
い
た
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
西

洞
院
塩
小
路
の
交
差
点
の
西
南
か
ど
（
南
不
動
堂
町
）
に
、
ホ
テ
ル
ハ
ト
ヤ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
玄
関
脇
に
、
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
新
選
組
の

（
ホ
テ
ル
ハ
ト
ヤ
前
）

（
リ
ー
ガ
ロ
イ
ア
ル
ホ
テ
ル
前
）

新
選
組
不
動
堂
村
屯
所
跡

不
動
堂
村
屯
所
跡
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
別
の
と
こ
ろ
に
記
念
碑
が
あ
り
ま

す
。
堀
川
通
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
、
堀
川
塩
小
路
の
変
形
十
字
路
の
西
南
か
ど

（
　
た
い
ま
つ
ち
ょ
う

松
明
町　
）、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ア
ル
ホ
テ
ル
の
敷
地
内
で
す
。
ど
ち
ら
の
記
念
碑

も
「
こ
の
付
近
」
と
い
う
枕
が
添
え
て
あ
り
、
逃
げ
道
を
作
っ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
広
い
と
い
っ
て
も
、
こ
の
二
つ
の
記
念
碑
を
含
む
区
域
の
全
て
が
、

屯
所
の
敷
地
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

ハ
ト
ヤ
前
の
記
念
碑
が
正
し
い
と
す
る
と
、
新
選
組
の
屯
所
は
、
塩
小
路

通
よ
り
南
、
油
小
路
通
と
西
洞
院
通
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
記
念
碑
の
根
拠
は
、
も
う
一
つ
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
。

リ
ー
ガ
ロ
イ
ア
ル
ホ
テ
ル
の
敷
地
内
の
記
念
碑
は
、「
屯
所
が
堀
川
通
塩

小
路
に
あ
っ
た
」
と
い
う
古
老
の
話
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
と
地
元
の
自
治
会
が
、

木
村
幸
比
古
氏
の
碑
文
を
得
て
建
て
た
も
の
ら
し
い
。
二
〇
〇
三
年
の
設
置

は
、
二
〇
〇
四
年
に
放
送
さ
れ
た
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
『
新
選
組
！
』

に
合
わ
せ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
碑
の
位
置
も
、
ど
う
も
可
能
性
が
低
そ
う

で
す
。

こ
の
記
念
碑
が
屯
所
の
東
北
端
を
示
し
て
い
る
と
す
る
と
、
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
敷
地
が
屯
所
の
敷
地
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
た

り
は
　
た
い
ま
つ
ち
ょ
う

松
明
町　
で
、『
京
都
市
の
地
名
』
に
よ
れ
ば
、
旧
「
西
九
条
村
」
で
す
。

も
し
、
こ
こ
に
新
選
組
の
屯
所
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、「
西
九
条
村
屯
所
」
と

い
う
は
ず
で
、「
不
動
堂
村
屯
所
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
不
動
堂
村
（
現
在

の
北
あ
る
い
は
南
不
動
堂
町
）
に
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
す
。

一
方
、
も
し
も
こ
の
記
念
碑
が
屯
所
の
西
北
端
付
近
を
示
し
て
い
る
と
す

る
と
（
こ
の
場
合
、
こ
の
記
念
碑
を
堀
川
通
を
渡
っ
た
ア
パ
ホ
テ
ル
前
に
移

し
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
）、
不
動
堂
村
の
不
動
堂
明
王
院
を
敷

地
内
に
含
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
壊
し
て
ま
で
屯
所
を
作
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る
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
、
不
動
堂
明
王
院
は
江
戸
・
明
治
時
代
か
ら

動
い
て
い
な
い
（
後
述
す
る
よ
う
に
、『
都
名
所
図
会
』
の
記
載
か
ら
推
定

で
き
ま
す
）
の
で
、
こ
の
可
能
性
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
こ
の
記
念
碑
を
、
堀
川
塩
小
路
の
十
字
路
（
変
則
的
）
の
北
東
か
ど
に

移
せ
ば
、
今
の
北
不
動
堂
町
の
西
南
隅
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
だ
と
、
次

に
述
べ
る
よ
う
に
妥
当
性
が
出
て
き
ま
す
。

有
力
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
不
動
堂
村
屯
所
が
現
在
の
北
不
動
堂
町
に
あ
っ

た
」
す
る
説
で
す
。
原
典
を
当
た
り
な
が
ら
、
こ
の
説
を
補
強
し
て
、
再
構

成
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
母
沢
寛
『
新
撰
組
始
末
記
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
）
の
「
新
本

営
」
と
題
す
る
文
に
、
次
の
よ
う
な
聞
書
が
載
っ
て
い
ま
す
。

本
願
寺
の
本
陣
を
、
更
ら
に
堀
川
通
り
の
東
、
　
（
マ
マ
）
大　
津
屋
橋
の

南
、
不
動
堂
村
に
一
町
四
方
の
地
所
を
求
め
、
こ
こ
に
引
移
っ
た

の
は
、
そ
の
年
の
初
冬
で
あ
っ
た
。

「
大
津
屋
橋
」
は
誤
り
で
、「
木
津
屋
橋
」
が
正
し
い
。「
そ
の
年
の
初
冬
」

も
、
他
の
文
献
を
参
照
す
る
と
「
六
月
」
の
あ
や
ま
り
。
多
分
、
伏
見
屯
所

へ
の
移
動
時
期
と
混
同
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
付
近
の
堀
川
通
は
、
本
シ

リ
ー
ズ
第
14
回
で
引
用
し
た
『
都
名
所
図
会
』
の
「
西
六
条
」
の
図
で
も
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
醒
ヶ
井
通
が
代
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
書
に
は
、「
稗
田
利
八
翁
思
い
出
話
」
と
題
し
て
、
稗
田
翁
八

一
歳
（
昭
和
四
年
十
月
）
の
聞
書
が
載
っ
て
い
ま
す
。
稗
田
翁
が
池
田
七
三

郎
と
称
し
て
い
た
こ
ろ
、
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
年
〕
秋
に
新
選
組
に
入
隊

し
た
と
き
の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。
十
一
月
三
日
、
雨
の
中
を
大
津
へ
着

い
て
、
新
撰
組
二
十
名
ば
か
り
の
出
迎
え
を
う
け
、
同
道
し
て
屯
所
に
つ
い

た
箇
所
。草

鞋
を
脱
い
だ
の
が
醒
ヶ
井
通
七
条
下
ル
三
丁
目
に
あ
っ
た
屯

営
で
、
そ
れ
は
実
に
堂
々
た
る
大
名
屋
敷
の
よ
う
で
し
た
。
こ
の

時
は
門
札
は
別
に
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
新
選
組
本
陣
」
と

い
う
看
板
が
で
た
の
は
、
伏
見
奉
行
所
へ
移
っ
て
か
ら
で
す
。
た

だ
言
葉
で
は
み
ん
な
「
屯
所
、
屯
所
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

「
七
条
下
ル
三
丁
目
」
と
い
う
の
は
、
今
の
木
津
屋
町
通
と
塩
小
路
通
（
こ

の
付
近
で
存
在
し
た
と
し
て
）
の
間
で
す
。
こ
の
勘
定
は
、「
七
条
通
（
一
丁

目
）
下
魚
棚
通
（
二
丁
目
）
木
津
屋
町
通
（
三
丁
目
）
塩
小
路
通
」
と
い
う

具
合
に
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
堀
川
通
り
の
東
、
木
津
屋
橋
の
南
」
と

「
醒
ヶ
井
通
七
条
下
ル
三
丁
目
」
は
、
同
じ
区
画
を
差
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
つ
ま
り
、
西
は
醒
ヶ
井
通
（
現
在
の
堀
川
通
の
西
側
歩
道
）、
東
は

油
小
路
通
、
北
は
木
津
屋
橋
通
、
南
は
塩
小
路
通
（
三
哲
通
）
で
囲
ま
れ
た

一
町
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の
北
不
動
堂
町(

資
生
堂

の
ビ
ル
の
あ
る
付
近)

に
あ
た
り
ま
す
。

「
堀
川
通
り
の
東
、
木
津
屋
橋
の
南
」
の
堀
川
通
を
、
現
在
の
西
堀
川

通
（
現
在
は
暗
渠
の
堀
川
の
流
路
に
沿
っ
た
通
り
）
と
考
え
る
と
、
元
の
安

寧
小
学
校
（
御
方
紺
屋
町
）
の
敷
地
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、『
京
町
鑑
』
に
す
で
に
「
　お
ん
か
た
こ
ん
や

御
方
紺
屋　
町
」
の
項
が
あ
り
、「
世
に
御
鷹
小

屋
町
と
云
。
誤
也
。
此
南
は
畠
道
也
」
と
あ
り
、
現
在
の
町
名
に
も
残
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
あ
た
り
は
す
で
に
町
家
が
立
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
町
家
を
撤
去
し
て
屯
所
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
に
く
い
。
こ
こ
で
は
、
醒
ヶ
井
通
を
堀
川
通
と
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
し
て
お
き
ま
す
。
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新
選
組
不
動
堂
村
屯
所
の
所
在
（
推
定
）

言
葉
に
よ
る
説
明
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
推
定
図
を
示
し
て
お

き
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
堀
川
通
が
図
示
し
た
位
置
に
あ
る
と
推
定
し
た
根

拠
は
、
次
の
通
り
で
す
。

（
一
）
本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
の
西
六
条
の
図
（『
都
名
所
図
会
』）。

（
二
）
本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
の
町
名
看
板
「
西
中
筋
通
正
面
通
上
ル
堺
町
」
13©

（
薫
玉
堂
前
）
が
現
在
の
堀
川
通
に
面
し
て
存
在
す
る
こ
と
。

（
三
）
現
在
の
堀
川
通
に
面
し
て
い
る
和
菓
子
商
「
亀
屋
陸
奥
」
（
応
永

二
八
年
〔
一
四
二
一
年
〕
創
業
）
が
、
公
式
所
在
地
を
「
西
中

筋
通
七
条
上
ル
菱
屋
町
」
と
し
て
い
る
こ
と
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kam

eyam
atus.jp/

）。

（
四
）
『
京
町
鑑
』
の
「
東
堀
川
之
分
」
と
「
西
堀
川
之
分
」
の
記
述
（
次
回

参
照
）。

（
五
）
『
京
町
鑑
』
の
「
　さ
め
が
ゐ

醒
井　
通
」
の
記
述
（
次
回
参
照
）。

（
六
）
興
正
会
館
（
興
正
寺
宿
坊
）
の
公
式
所
在
地
を
「
醒
ヶ
井
通
七
条
上

ル
華
園
町
（
通
称
、
七
条
通
堀
川
上
ル
）」
と
し
て
い
る
こ
と
（
次
回

参
照
）。

（
七
）
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
年
）

の
地
形
図

（
二
万
分
一
仮

製
地
形
図

「
伏
見
」

大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
）。

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

次
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://kinseijin.dyndns.org/m
ap/odoi/odoi-shiokoji.htm

l

考
古
学
的
な
裏
づ
け
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
素
人
の
当
て
推
量
は
こ
こ

ま
で
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
豪
壮
な
不
動
堂
村
屯
所
の
建
物
は
、
明
治

初
年
に
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
選
組
憎
し
と
い
っ
て
も
、
腹
い
せ
に

建
物
を
す
ぐ
に
取
り
壊
す
こ
と
は
通
常
考
え
に
く
い
。
多
分
、
緊
急
に
用
材

が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
取
り
壊
し
た

あ
と
の
用
材
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
運
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
説
に
、

本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
で
述
べ
た
姫
路
市
の
亀
山
本
徳
寺
の
用
材
が
、
西
本

願
寺
北
集
会
所
で
は
な
く
不
動
堂
村
屯
所
の
廃
材
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
で
に
、
懲
り
も
せ
ず
、
素
人
の
当
て
推
量
を
追
加
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
当
て
推
量
の
定
石
と
し
て
、
当
時
建
て
ら
れ
た
建
造
物
が
な
い
か
を
探

し
ま
す
。
こ
れ
に
ピ
ッ
タ
リ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
第
14
回
で
紹
介
し
た

龍
谷
大
学
大
宮
校
舎
の
完
成
が
明
治
十
三
年
〔
一
八
七
九
年
〕
で
す
。
場
所

も
、
ご
く
ご
く
近
く
で
す
。
校
舎
に
し
て
い
た
西
本
願
寺
北
集
会
所
を
新
選

組
の
た
め
に
追
い
出
さ
れ
た
西
本
願
寺
学
寮
が
、
憎
っ
く
き
新
選
組
の
屯
所
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　あ
ぶ
ら
の
こ
う
じ
ど
お
り

油
小
路
通　

　き
づ
や
ば
し

木
津
屋
橋　

　さ
が下　
ル

　ふ
ど
う
ど
う
ち
ょ
う

不
動
堂
町　
1©

を
取
り
壊
し
て
、
そ
の
用
材
を
新
し
い
校
舎
の
建
築
に
充
て
る
な
ん
て
、
想

像
す
る
だ
に
痛
快
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
当
て
推
量
は
、
か
な
り
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
か
、
実
証
し
て
く
れ
る
か
た
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

油
小
路
塩
小
路
の
十
字
路
か
ら
、
油
小
路
通
を
北
上
し
た
と
こ
ろ
、
西
側

に
町
名
看
板
「
油
小
路
通
木
津
屋
橋
下
ル
不
動
堂
町
」
1©
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
名
看
板
の
町
名
「
不
動
堂
町
」
か
ら
、
設
置
の
時
点
で
、
ま
だ
北
不

動
堂
町
と
南
不
動
堂
町
に
分
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
南
北
に

分
か
れ
た
の
は
、
昭
和
四
一
年
〔
一
九
六
六
年
〕）。

「
こ
の
あ
た
り
は
、
駅
前
の
ビ
ル
街
に
つ
き
、
目
差
す
町
名
看
板
を
見
つ

け
る
こ
と
は
、
望
み
薄
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
貴
重
な
一
枚
。

■

油
小
路
事
件

町
名
看
板
1©
の
あ
る
付
近
は
、
　い
と
う

伊
東　
　か

し

甲
子　
　た
ろ
う

太
郎　
〔
一
八
三
五
〜
一
八
六

七
〕
が
、
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
十
一
月
十
八
日
に
新
選
組
の
待
ち
伏
せ

に
遭
遇
し
て
、
落
命
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
世
に
「
油
小
路
事
件
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
本
光
寺
（
油
小
路
通
木
津
屋
橋
上
ル
東
側
）
前
に
、「
伊
東
甲

子
太
郎
外
数
名
殉
難
跡
」
の
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

伊
東
甲
子
太
郎
外
数
名
殉
難
碑

伊
東
甲
子
太
郎
は
、
途
中
か
ら
　こ
ん
ど
う

近
藤　
　い
さ
み
勇　
〔
一
八
三
四
〜
一
八
六
八
〕
ら
の

新
選
組
に
参
加
し
、
抜
擢
さ
れ
て
参
謀
ま
で
の
ぼ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
内

部
対
立
に
よ
り
、
孝
明
天
皇
御
陵
衛
士
（
高
台
寺
党
）
と
称
す
る
別
組
織
を

作
っ
て
独
立
し
ま
し
た
。
攘
夷
の
点
で
は
一
致
し
て
い
た
が
、
近
藤
勇
が
佐

幕
を
勤
王
よ
り
も
上
位
に
お
く
立
場
を
固
持
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
伊

東
甲
子
太
郎
は
、
よ
り
柔
軟
に
佐
幕
と
勤
王
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場

を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
大
政
奉
還
の
直
後
（
慶
応
三
年

〔
一
八
六
七
〕
十
月
）
に
朝
廷
に
呈
出
し
た
建
白
書
（
四
通
の
う
ち
の
三
番

目
の
も
の
）
は
、
朝
廷
中
心
の
政
府
に
幕
府
側
も
参
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
案

を
示
す
と
と
も
に
、
攘
夷
の
立
場
を
改
め
て
、「
開
国
、
強
国
」
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
公
家
の
政
権
に
徳
川
側
を
加
え
る
と
い
う
の
は
、
徳
川
慶
喜
が

大
政
奉
還
と
い
う
大
博
打
に
出
た
と
き
に
考
え
て
い
た
戦
略
と
ほ
ぼ
同
じ
で
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で
し
ょ
う
。
た
だ
、
慶
喜
は
幕
府
の
主
導
権
を
よ
り
多
く
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
た
だ
け
の
違
い
で
す
。
こ
の
戦
略
も
、
王
政
復
古
の
大
号
令
で
　つ
い潰　
え
て

し
ま
い
ま
す
。
伊
東
甲
子
太
郎
は
、
明
治
維
新
後
も
生
き
て
い
れ
ば
、
活
躍

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。

当
日
、
伊
東
甲
子
太
郎
は
、
近
藤
勇
の
妾
宅
を
訪
ね
た
帰
り
に
闇
討
ち
に

あ
っ
て
い
ま
す
。
子
母
沢
寛
『
新
撰
組
始
末
記
』
に
「
勇
の
風
采
」
と
題
す

る
島
田
魁
の
遺
談
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、

「
勇
は
、
近
く
の
七
条
通
り
醒
ヶ
井
木
津
屋
橋
下
る
と
こ
ろ

の
、
興
正
寺
下
屋
敷
に
妾
を
囲
っ
て
い
た
。
大
坂
の
織
屋
の
抱
え

で
　み
ゆ
き

深
雪　
太
夫
と
い
っ
た
が
、
丈
の
す
ら
り
と
高
い
、
二
十
三
四
の

美
し
い
女
で
あ
っ
た

と
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
の
と
き
に
、
こ
の
付
近
の
醒
ヶ
井
通
が
拡
幅
さ

れ
て
、
現
在
で
は
堀
川
通
の
続
き
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
旧
醒
ヶ
井
通
は
、
現
在
の
堀
川
通
の
西
側
歩
道
に
ほ
ぼ
相
当

す
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
る
と
、
近
藤
勇

妾
宅
の
住
所
（
醒
ヶ
井
通
木
津
屋
橋
下
ル
　み
か
た
こ
ん
や
ち
ょ
う

御
方
紺
屋
町　
）
は
、
元
の
　あ
ん
ね
い

安
寧　
小

学
校
（
敷
地
建
物
は
残
っ
て
い
て
、
梅
逕
中
学
校
第
二
教
育
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
）
の
東
北
隅
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。

油
小
路
事
件
は
、
伊
東
が
近
藤
勇
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
原
因
だ

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
情
報
は
、
間
諜
と
し
て
御
陵
衛
士
と
な
っ
て

い
た
斎
藤
一
に
よ
り
新
選
組
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
藤
勇
妾
宅
を

訪
ね
る
と
い
う
伊
東
の
行
動
と
は
、
ど
う
も
辻
褄
が
あ
わ
な
い
。
油
小
路
事

件
は
、
十
月
の
大
政
奉
還
と
十
二
月
の
王
政
復
古
の
大
号
令
の
間
に
起
こ
っ

て
お
り
、
大
政
奉
還
に
よ
り
立
場
を
失
っ
た
近
藤
勇
が
、
よ
り
柔
軟
な
対
応

を
主
張
す
る
伊
東
甲
子
太
郎
を
嫌
っ
て
粛
清
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
時
局
を
見
る
目
は
、
伊
東
甲
子
太
郎
の
ほ
う
が
、
近
藤
勇
よ
り
も

は
る
か
に
優
れ
て
い
ま
す
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
と
、「
こ
の
ま
ま
で
は
新

選
組
の
隊
士
の
中
に
御
陵
衛
士
の
側
に
走
る
も
の
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
藤
勇
妾
宅
で
、
伊
東
甲
子
太
郎
と
近
藤
勇
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
話
が

交
わ
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
多
分
、
伊
東
は
、
近
藤

勇
を
説
得
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
の
こ
の
こ
と
近
藤
勇
妾
宅

を
訪
ね
た
神
経
も
は
か
り
兼
ね
ま
す
。
近
藤
勇
は
最
初
か
ら
闇
討
ち
を
す
る

つ
も
り
で
、
伊
東
甲
子
太
郎
に
酒
を
飲
ま
せ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
は
極

め
つ
け
の
策
士
。
近
藤
の
妾
宅
を
出
た
伊
東
は
、
木
津
屋
町
通
を
東
へ
向
か

い
、
油
小
路
と
の
十
字
路
の
西
側
で
、
待
ち
伏
せ
て
い
た
新
選
組
隊
士
（
大

石
鍬
次
郎
ら
）
の
襲
撃
に
会
い
ま
す
。
伊
東
の
剣
の
腕
を
恐
れ
て
、
槍
で
突

い
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
用
意
周
到
で
す
。
伊
東
が
落
命
し
た
の
は
、
本
光

寺
前
。

そ
の
あ
と
、
伊
東
の
死
体
を
七
条
油
小
路
の
交
差
点
に
放
置
し
て
、
御
陵

衛
士
を
お
び
き
寄
せ
る
　
お
と
り
囮　
に
し
ま
し
た
。
翌
日
、
死
体
を
引
き
取
り
に
き
た

御
陵
衛
士
と
待
ち
伏
せ
を
し
て
い
た
新
選
組
の
切
り
合
い
に
な
り
、
御
陵
衛

士
側
の
藤
堂
平
助
ら
三
名
が
斬
殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
三
名
も
加
え
て
交
差

点
に
放
置
し
、
囮
と
し
た
そ
う
で
す
。
こ
う
な
る
と
憎
し
み
の
連
鎖
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
近
藤
勇
は
、
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
年
〕
十
二
月
十
八
日

に
御
陵
衛
士
の
残
党
に
銃
撃
さ
れ
負
傷
し
て
い
ま
す
。
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■

不
動
堂
と
道
祖
神
社

不
動
堂
村
の
由
来
と
な
っ
た
「
不
動
堂
明
王
院
」
は
、
油
小
路
通
塩
小
路

下
ル
南
不
動
堂
町
に
あ
り
ま
す
。
献
灯
に
は
、「
ま
ぼ
ろ
し
の
屯
所
」
と
あ

り
、
側
面
に
「
誠
」
の
字
。

不
動
堂
明
王
院

道
祖
神
社

『
都
名
所
図
会
』
に
は
、「
　ふ
ど
う
だ
う

不
動
堂　
」
の
説
明
と
し
て
、「
稲
荷
社
の
南

に
あ
り
。
不
動
尊
を
本
尊
と
す
。
不
動
堂
此
所
の
名
と
す
。」
と
あ
り
、「
稲

荷
社
」
の
項
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
　
い
な
り
の
や
し
ろ

稲
荷
社　
」
は
、「
油
小

路
　き
ず
や
ば
し

生
酢
屋
橋　
通
の
南
に
あ
り
。
　
ま
つ
る
と
こ
ろ

祭
所　

　い
な
り

稲
荷　
本
社
の
勧
請
な
り
。
御
　た
び旅　
所
の

　し
や
じ
ん

社
人　
田
中
氏
此
所
に
住
居
す
。」
と
あ
り
ま
す
。
上
の
引
用
で
、「
　き
ず
や
ば
し

生
酢
屋
橋　

通
」
の
表
記
に
注
意
。
現
在
は
　き
づ
や
ば
し

木
津
屋
橋　
通
。
今
で
も
そ
う
で
す
が
、「
す
」

の
濁
音
と
「
つ
」
の
濁
音
は
、
区
別
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
説
明
だ
と
、

稲
荷
社
も
不
動
堂
も
木
津
屋
橋
通
の
南
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
の

不
動
堂
の
位
置
だ
と
、
八
條
坊
門
通
の
南
（
あ
る
い
は
三
哲
通
の
南
）
と
い

う
ほ
う
が
正
確
な
の
で
す
が
。
単
に
省
略
し
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
八
條
坊

門
通
（
三
哲
通
）
は
こ
の
部
分
は
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
っ
た
く
の
当
て
推
量
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
明
治
二
二
年
（
一

八
八
九
年
）
の
地
形
図
（
二
万
分
一
仮
製
地
形
図
「
伏
見
」
大
日
本
帝
国

陸
地
測
量
部
）
を
み
る
と
、
新
町
通
〜
油
小
路
（
さ
ら
に
は
油
小
路
〜
醒
ヶ

井
通
〜
西
堀
川
通
）
に
は
、
道
路
が
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
西
堀
川
通
か
ら

西
は
、
町
家
に
な
っ
て
お
り
東
海
道
本
線
が
三
哲
通
（
今
の
塩
小
路
通
）
に

沿
っ
て
（
す
ぐ
南
を
）
走
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

不
動
堂
の
北
隣
は
道
祖
神
社
。『
都
名
所
図
会
』
の
「
道
祖
神
」
の
説
明

は
、「
不
動
堂
の

•　南
に
あ
り
。
　
ま
つ
る
祭　
所
　
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

猿
田
彦
命　
な
り
。
　
い
に
し
へ
古　
は
五
條
新
町
の
西

に
有
り
。
　か
ど
で
の
か
み

首
途
神　
と
称
す
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
説
明
で
は
、
不
動

堂
と
道
祖
神
社
の
位
置
が
現
況
と
は
い
れ
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。『
京
都
市
の
地
名
』
で
は
、「
不
動
堂
町
」
の
項
に

道
祖
神
社
に
つ
い
て
、『
京
都
坊
目
誌
』
を
引
用
し
て
、「
そ
れ
ま
で
の
所
在

地
、
油
小
路
東
側
（
ち
ょ
う
ど
不
動
堂
の
東
南
方
向
）
が
明
治
六
年
〔
一
八

七
三
年
〕
に
鉄
道
用
地
に
な
っ
た
た
め
、
西
側
（
お
そ
ら
く
現
在
の
位
置
）

に
移
っ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

『
都
名
所
図
会
』
で
は
、
さ
ら
に
「
　し
よ
せ
い

書
聖　
　て
ん
ま
ん
ぐ
う

天
満
宮　
」
の
項
が
あ
り
、「
道

祖
神
の
社
内
に
あ
り
。
　う
せ
き

烏
石　
　か
つ
し
ん

葛
辰　
　ひ碑　
の
　め
い銘　
を
　た
つ建　
る
。
　て
ん
じ

篆
字　
は
　お
か
は
つ
く

岡
白
駒　
の
　ふ
で筆　
な

り
。」
と
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
道
祖
神
社
の
末
社
と
し
て
幸
神
社
、
稲
荷

社
、
書
聖
天
満
宮
。
末
社
の
稲
荷
社
が
『
都
名
所
図
会
』
所
載
の
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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■

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都

中
央
郵
便
局
の
西
側
に
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
」（
西
洞
院
塩
小

路
下
ル
）
が
あ
り
ま
す
。
京
都
の
大
学
、
地
域
社
会
お
よ
び
産
業
界
と
の

協
力
に
よ
る
大
学
教
育
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
、
情
報
発
信
交
流
、
社
会

人
教
育
に
関
す
る
企
画
調
整
事
業
な
ど
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
一
九
九
八
年

に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
。
大
学
生
に
は
、
単
位
互
換
制
度
（
加
盟
大
学
・

短
期
大
学
の
学
生
が
加
盟
の
他
大
学
の
単
位
を
取
得
で
き
る
制
度
）
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
制
度
）、
課
外
学
習
講
座
（
語
学
講
座
、
資
格

取
得
・
検
定
講
座
）
な
ど
、
社
会
人
の
た
め
に
は
、
生
涯
教
育
（
京
カ
レ
ッ

ジ
・
プ
ラ
ザ
カ
レ
ッ
ジ
）
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
15
回
）2008/09/30
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